
（別記様式第１２号）（第３の８関係）
（南信州地域）

事業名 お囃子後継者育成事業

事業主体 河野大宮神社獅子・お囃子保存会

（連絡先） 0265-35-9053

事業区分 (3)教育、文化の振興に関する事業

事業タイプ ソフト

総事業費 1,337,500　円

事　業　内　容

事 業 内
容

事　業　効　果

今後の取り組み

　

　

平成29年度　地域発 元気づくり支援金事業総括書

※自己評価【 A 】

【理由】

今回の事業を取組み、お囃子演

奏に自信を持ち、堂々とした発表

ができるようになった。同時に家

族の参加も多くなり、事業そのも

のの盛り上がりが図られた。

【目標・ねらい】

①お囃子子供会参加者の増加 50

名から70名へ増加した。

②発表の場では、子ども達と会員

の交流も生まれている

③小学校卒業後の継続活動毎年4か

ら6名の子どもが保存会活動に参加

① 各種発表の機会の前には、保存会員から3名が指導に

当たり、演奏の向上を図り、自信をもって堂々と演奏を

する姿が見られた。また、家族の参加も多数あり各行事

が大変盛り上がった。

② 保存会員の指導により、2年生から稽古を始め、来年

のお祭りへの参加意識が向上した。

③ 小学校卒業後、継続してお囃子を行うよう保存会の

準会員としての加入を促進する。

河野地区に鎌倉時代から伝承されているお囃子の後継者育成

と学校運営方針が重なり発足した「お囃子子供会」活動の更な

る充実のため、小学校2年生からの活動開始や、不足する楽器の

整備充実、発表する場の衣装の整備を行った。

地区の秋季祭典やとよおかまつりでは、3年生からの演奏披露

を行い、また、2年生の稽古も始まり伝統芸能の後継者の育成に

取り組んだ。

小学生への指導を、年間を通して行い、更なる技術の向上を図ってゆく。

小学校卒業後も、お囃子演奏を続けて、保存会の準会員として、中学・高校・大人となっても

活動できる人材の育成を行ってゆく。

【とよおかまつりで演奏】


